
 

２０２４年度 学校法人熊本ＹＭＣＡ学園 事業報告 

 

・ＹＭＣＡ水前寺幼稚園 

 （１）幼稚園 

 満３歳児 

 

３歳児 

（年少組） 

４歳児 

（年中組） 

５歳児 

（年長組） 
計 

予算 実数 予算 実数 予算 実数 予算 実数 予算 実数 

４月 11 名 11 名 13 名 14 名 26 名 27 名 24 名 24 名 74 名 76 名 

５月 11 名 11 名 13 名 14 名 26 名 27 名 24 名 24 名 74 名 76 名 

６月 11 名 12 名 13 名 14 名 26 名 27 名 24 名 25 名 74 名 78 名 

７月 11 名 12 名 13 名 14 名 26 名 27 名 24 名 25 名 74 名 78 名 

８月 11 名 12 名 13 名 14 名 26 名 27 名 24 名 25 名 74 名 78 名 

９月 11 名 12 名 13 名 15 名 26 名 26 名 24 名 24 名 74 名 77 名 

１０月 11 名 14 名 13 名 15 名 26 名 26 名 24 名 24 名 74 名 79 名 

１１月 11 名 15 名 13 名 15 名 26 名 27 名 24 名 24 名 74 名 81 名 

１２月 11 名 15 名 13 名 16 名 26 名 27 名 24 名 24 名 74 名 82 名 

１月 11 名 15 名 13 名 16 名 26 名 27 名 24 名 25 名 74 名 83 名 

２月 11 名 15 名 13 名 16 名 26 名 27 名 24 名 26 名 74 名 84 名 

３月 11 名 15 名 13 名 16 名 26 名 27 名 24 名 26 名 74 名 84 名 

平均 11 名 13 名 13 名 15 名 26 名 25 名 24 名 25 名 74 名 80 名 

〔最終評価〕 

 ４月スタート時に比べ予算定員 10 名のプラスとなった。最終人数は８４名となっている。満３歳児、

３歳児の受け入れ行い、低年齢の獲得をすることができた。2025 年度の新入園児は１８名となってい

る。今後も転勤等で転園をしてくる園児も見込まれる。今後も募集マインドを維持しつつ、クラス運営

をしていく。 

 
 ピアノ教室 バレエ そろばん教室 チアリーディング 体操 

予算 実数 予算 実数 予算 実数 予算 実数 予算 実数 

４月 18 名 12 名 7 名 3 名 13 名 13 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

５月 18 名 17 名 7 名 3 名 13 名 13 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

６月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 13 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

７月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 13 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

８月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 13 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

９月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 13 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

10 月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 13 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

11 月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 12 名 5 名 5 名 17 名 12 名 

12 月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 12 名 5 名 5 名 17 名 12 名 

１月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 12 名 5 名 5 名 17 名 12 名 

２月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 12 名 5 名 5 名 17 名 12 名 

３月 18 名 18 名 7 名 3 名 13 名 12 名 5 名 5 名 17 名 10 名 

平均 18 名 17 名 7 名 3 名 13 名 12 名 5 名 4 名 17 名 12 名 

〔最終評価〕 

  年長児は例年通りだが、新入園児、特に年少児は、みなみのプログラムへの参加率が高い。そのため、

Y っ子教室への参加率が伸び悩む一因になったのではないかと考える。特にバレエクラスは新規入会者

がおらず、クラス継続についても、今後検討し、夏には結論を出したいと考える。 

 

２．ＹＭＣＡ熊本五福幼稚園 

 （１）幼稚園 

 満３歳児 

 

３歳児 

（年少組） 

４歳児 

（年中組） 

５歳児 

（年長組） 
計 

予算 実数 予算 実数 予算 実数 予算 実数 予算 実数 

４月   20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 19 名 60 名 56 名 

５月 4 名 4 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 19 名 64 名 60 名 

６月 4 名 4 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 20 名 64 名 61 名 

７月 4 名 4 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 20 名 64 名 61 名 

８月 4 名 4 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 20 名 64 名 61 名 

９月 8 名 6 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 20 名 68 名 63 名 

10 月 8 名 6 名 20 名 17 名 20 名 19 名 20 名 20 名 68 名 62 名 

11 月 8 名 6 名 20 名 17 名 20 名 19 名 20 名 20 名 68 名 62 名 



 

12 月 8 名 6 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 20 名 68 名 63 名 

１月 8 名 6 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 19 名 68 名 62 名 

２月 8 名 6 名 20 名 17 名 20 名 19 名 20 名 19 名 68 名 62 名 

３月      8 名 6 名 20 名 17 名 20 名 19 名 20 名 19 名 68 名 62 名 

平均 7 名 5 名 20 名 17 名 20 名 20 名 20 名 20 名 67 名 62 名 

〔最終評価〕 

予算人数より５名減で年度を終了した。途中入園数も少なく園児数が伸びなかった。2025 年度は、

27 名の新入園児が確定している。定員数に近づく運営を目指していきたい。また、年度当初から職員

体制を整えスタートできるよう求人にも力を入れていく。 

 

 

３．専修学校熊本ＹＭＣＡ学院 

（１）専門課程・高等課程 

 建築科 ホテル観光科 

第１学年 第２学年 計 第１学年 第２学年 計 

予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 

前期 38 名 39 名 50 名 49 名 88 名 88 名 18 名 17 名 16 名 16 名 34 名 33 名 

後期 36 名 37 名 50 名 49 名 86 名 86 名 17 名 17 名 16 名 16 名 33 名 33 名 

平均 37 名 38 名 50 名 49 名 87 名 87 名 17 名 17 名 16 名 16 名 33 名 33 名 

 

 医療秘書科 

第１学年 第２学年 専攻科 計 

予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 

前期 12 名 12 名 14 名 14 名 － － 26 名 26 名 

後期 11 名 10 名 14 名 14 名 － － 25 名 26 名 

平均 11 名 11 名 14 名 14 名 － － 25 名 26 名 

 

 健康スポーツ科 

第１学年 第２学年 計 

予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 

前期 18 名 18 名 10 名 9 名 28 名 27 名 

後期 17 名 17 名 10 名 8 名 27 名 25 名 

平均 17 名 17 名 10 名 8 名 27 名 26 名 

 

 こども保育科 

第１学年 第２学年 第３学年 計 

予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 

前期 14 名 15 名 18 名 18 名 17 名 17 名 49 名 50 名 

後期 13 名 14 名 18 名 18 名 17 名 17 名 48 名 49 名 

平均 13 名 14 名 18 名 18 名 17 名 17 名 48 名 49 名 

 
 日本語科 

新入生 継続生 計 

予 算 実 数 予 算 実 数 予 算 実 数 

春期 44 名 39 名 60 名 64 名 104 名 103 名 

秋期 35 名 34 名 96 名 93 名 131 名 127 名 

平均 39 名 36 名 78 名 78 名 117 名 115 名 

 

〔最終評価〕 

 

＜建築科＞ 

● 東部の利用を継続し、卒業製作や２級建築士対策講座で活用している。 

● 建築見学は佐賀県武雄市（２年）、大分日田市豆田（１年）で実施した。建築を語るうえで伝統

や文化は切り離せないものであり、有意義な時間を過ごせた。次年度は安全や耐震等を意識した

見学を行いたい。 

● インターンでは、おおむね良い評価を得ているが、態度の部分でご指摘を受けることが一部ある

ので徹底して指導したい。 

● 能登半島豪雨災害支援活動にボランティアとして参加。災害と建築の学びとしても大きな経験と

なった。 

 



 

＜医療秘書科＞  

● 日本医師会認定医療秘書養成校の規定カリキュラムを全て終了し、2 月の日本医師会医療秘書認定

試験に向け、1月から約 1ヶ月間の集中講座を実施。14名が認定試験を受験し、見事に全員合格の

快挙を成し遂げた。 

● 認定試験合格に併せて、規定の秘書技能科目３種の検定取得を全員がクリアし、日本医師会認定

医療秘書を取得出来た。この取得により、「医師事務作業補助体制加算基礎知識研修修了」とい

う事で、修了書・記章が渡され、医療現場での３２時間研修が免除となる。この事で、就職先で

ある熊本大学病院、済生会熊本病院、阿蘇医療センターなど病院勤務で活かされる。 

● 卒業式では、熊本県医師会会長の福田稠様より日本医師会認定医療秘書の認定書が授与された。 

この認定書は、医療秘書としての専門的な知識と技術を証明するものであり、努力と成果の証で

もある。 

● １年生は全体的に授業態度も真面目で、何事にも積極的に参加している。夏のキャンプリーダ

ー、リーダー活動、広島ピースセミナー、語学スクールなど。また、慈恵病院の行っている子ど

も食堂にもボランティアとして３名が自ら参加し、先輩スタッフとのコミュニケーションも取れ

ている。今後も継続して欲しい。 

 

＜ホテル観光科＞ 

● 12 月に 2 泊 3 日の東京視察研修を実施。都内の大手の有名なホテルに実際に宿泊や食事の体験を

通して、様々なホテルがあり、ホテル毎のスタッフや、サービスの違いを学ぶ機会としました。

宿泊したホテルは、ニューオータニ東京と、東京プリンスです、テーブルマナー研修やおもてな

しの講話の時間も作り、学びの時間も設けました。研修後の学生の感想では、就職先に東京を希

望している学生が全くおらず、研修の内容やホテルを来年は、今の世代の学生に沿ったホテルを

考える必要があると感じた。 

● １年生の企業実習では、例年同様に１月下旬からの１ヶ月実施。今年度は、県内 11 名、沖縄２

名、広島１名、福岡１名で実施いたしまいた。企業からは、概ね良い評価をいただきましたが、

積極性に欠ける学生も数名いました。実習に向けての準備、アプローチを見直す必要があると感

じた。 

● 2 年生は、卒業制作で、医療秘書科の学生に新婦役を協力していただき、模擬結婚式を企画して、

12 月中旬にホテル熊本テルサにて、挙式、披露宴を実施しました。講師の先生方、職員の先生方

にお越しいただき、これまでの学びを活かしたサービスや、スキルを発揮する事ができました。 

● 国家資格の HRS（ホテルレストランサービス）3 級の試験には、15 人中 5 名が学科を合格して、

実技では 3 名が合格しまいた。来年度は、50％を目指したい。 

 

＜健康スポーツ科＞ 

● 学校法人プログラムとして、「マッするＹＭＣＡ健康体操」（介護予防教室）、熊本ＹＭＣＡア

スリートクラブ（子どもスポーツスクール）の活動を継続して実施し、地域に根差した専門学校

運営プログラムとして好評を得ている。アスリートクラブでは 5名の学生がリーダー登録して活躍

している。一方、体制の変更により例年毎週行っていた一新小体育館クラブ（一新小運動部活動

の準備プログラム）の運営が難しくなり、月１回の実施となった。 

● ウエルネス事業部では、リーダーやジムガードとして４名の学生が活動できた。リーダー活動な

ど、スポーツ指導系アルバイトをデュアル科目として授業単位化することにより、学生のリーダ

ー参加が増えており、今後も継続して取り組みたい。 

● 例年同様、トップスポーツ研修やＤＡＨ－ＣＴＰＣ資格取得のための研修など、プロからの学び

を通して知識と技術の習得に取り組むことができた。 

● 岱志高校と連携協定を結び 2年目の今期は、キャンプ実習や授業指導以外にも、生徒向け進路ガイ

ダンスを実施するなど協力関係を深化することができた。他校にもアピールした結果、千原台高

校からスポーツコースの授業の一部の実施依頼が来るなど、効果が出てきている。 

● 今年度は東部ＧＣＰでの学生プログラムを企画した。定期プログラムと、東部地域を対象とした

特別プログラムを学生主体で企画することを試みた。結果として大きな集客やプログラムの本実

施にはつながらなかったが、実践的な取り組みは緊張感をもって臨めた。 

 

 

＜こども保育科＞ 

● 熊本ＹＭＣＡの幼稚園・保育園・幼児園との連携により、園児との交流や関わりの機会をいただ

き、保育に対してのイメージを持つことができた。次年度も継続していきたい。 

● １年生は、２～３月にかけて、保育実習Ⅰ（保育所）、保育実習Ⅰ（施設）の実習に取り組んだ。 

● 本館／ＧＣＣの放課後等デイサービスにて、２名の学生が継続的に関わりを持っている。 



 

● 卒業制作では、２年生「子どものための遊具制作」のテーマのもと、水前寺幼稚園・熊本五福幼

稚園・ぶどうの木体育英語幼児園の園児に発表し、プレゼントすることができた。また、３年生

は、「舞台表現」に取り組み 2 回発表会を行った。水前寺幼稚園にて３園の園児に約 60 名に、ま

た植木文化ホールにて保護者卒業生、関係者、一般の方、70 名、計 130 名の方々に観賞いただい

た。 

● 近大科目終末試験特別試験にて、１名不合格となった。学院卒業後、近畿大学九州短期大学一般

生として継続し、保育士・幼稚園教諭の資格取得を目指す。 

 

＜日本語科＞ 

● 本学院は「適正校クラスⅠ（旧称 在籍管理優良校）」であるため、2024 年 10 月期生の申請結果

の交付率も高く 97.1％であり 39 名の新入生が入学した。これにより、2024 年 10 月現在の在籍者

数は定員 140 名に対し、127 名であった。また、在籍者の国籍も 11 か国であり、多国籍の学生を

受け入れることができた。 

● 本学院では、教室外で留学生が日本人相手に日本語を発話する機会を多く作っている。下半期

は、熊本ワイズメンズクラブ及び熊本ジェーンズワイズメンズクラブのじゃがいもファンドのた

めの運搬ボランティア、熊本ジェーンズワイズメンズクラブとの茶話会、熊本 YMCA グローバル

事業部が行うクリスマスパーティーに参加して英会話を学ぶメンバーらと日本語や英語も交えた

交流などを行った。 

● 3 月 11 日には、1.5 年もしくは 2 年の課程を修了した 67 名が本学院を卒業し、その多くは大学や

専門学校へ進学し、一部の学生は日本国内で就職した。 

 

 

（２）附帯事業 

校舎 部 門 講 座 名  開講月 予算 実数 

中央 通信制事業 社会福祉学科通信制 4 月～3 月 70 名 46 名 

社会福祉受験対策講座 10 月・11 月 100 名 51 名 

精神保健福祉学科通信制 4 月～2 月 40 名 42 名 

精神保健受験対策講座 10 月・11 月 30 名 29 名 

〔最終評価〕 

● 予算定員に対して、社会福祉学科が大きく受講生が減少となった。ＴＳＭＣ進出に伴う福祉離れ

や、新カリキュラムに伴う実習増の負担、競合他校と比べての学費が高いことなどの複合的な要

因が考えられる。 

● 入校式やオリエンテーションに関しては社会福祉学科と精神保健福祉学科の合同で行なった。対

面を基本として会場をジェーンズホールと 405教室に分けて行なった。オリエンテーションではＧ

メールやＣｌａｓｓｒｏｏｍの利用について案内した。 

● スクーリングについては対面授業を基本としたスクーリングを実施した。 

● 精神保健福祉学科の実習は通常通り行なっているが、コロナ明けでも実習受け入れ調整が難航し

た。 

● 受験対策講座は社会福祉学科が例年より一日少ないので、予算定員に満たなかった。精神保健福

祉学科は今年も横浜ＹＭＣＡとの合同で実施した。 

● 国家試験の合否については、社会福祉学科が 70 名受験し、47名合格、合格率 67.1％（全国合格率

56.3％）でした。精神保健福祉学科は42名受験し、34名合格、合格率82.9％（全国合格率70.7％）

でした。いずれも全国平均を上回る合格率となりました。 

 


